
 

 

令和 4年 12月 

 

令和 4年度信州リハビリテーション専門学校 学校自己評価報告について 

 

学校法人 松樹学園 

                            信州リハビリテーション専門学校 

                                    学校評価委員会 

 

 

学校法人松樹学園信州リハビリテーション専門学校では、学校法人並びに専門学校が果たすべき

社会的責任に対して学校自己評価を実施致しました。これは学校教育法の規定に基づき、教育 

活動その他学校運営を組織的、継続的に確認すると共に、より良い学校運営と家庭、地域との 

連携協力を得ながら、開かれた学校作りを目指すことを目的とし、教職員が学校の理念・目標に 

照らして自ら教育活動について行う評価です。今年度は「全国専門学校教育研究会による共通的評

価モデル 2022」を基に、委員にチェックシートを作成配布し、これを基に実施しました。それによ

り例年と若干の内容と項目数が変化していますが、比較と検証をしました。また、今年度も、併せ

て「学生による授業アンケート」、「学生アンケート」及び「保護者アンケート」を実施し、評価を

行う際の参考としました。 

評価結果につきましては、４６評価項目（昨年５０）を４段階（４：良く取り組んでいる、 

３：まあまあ取り組んでいる、２：あまり取り組めていない、１：全く取り組めていない）で自己

評価しました。平均評価値は３．７２（昨年度３．８２）となっており、昨年度より若干向上しま

した。また、学生による授業アンケートは満足に対して５段階評価（５：そう思う、４：ややそう

思う、３：どちらともいえない、２：あまりそう思わない、１：そう思わない）で行い、評価５（満

足）と４（やや満足）の合計回答率が９５．４％（昨年度９４．３％）でした。学生アンケートと

保護者アンケートは自己評価と同様の４段階評価で行い、４・３の割合はそれぞれ８６．１％（昨

年度９０．４％）、９６．４％（昨年９５．９％）でした。概ね良好な結果が得られたと判断します

が、自由記載では厳しいご意見もいただきました。 

学校自己評価から自らを振り返り、良い所は更に向上させ、問題点があれば改善・解決し、本校

と教職員各自の発展につながるよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                                  

      



 

 

 教 育 方 針  

 理学療法士として、基礎医学による人体の構造と仕組みに関する知識、臨床医学による系統別 

機能障害と疾病の回復過程に関する知識、専門科目と臨床実習による評価・治療体系に関する 

知識と技術をそれぞれ有機的に関連付けていくと共に、自己学習とグループ学習を中心として、 

学生が主体的に学んでいくという姿勢を育成し、免許取得をめざす。 

 

 教 育 目 標  

① 優しい心を持つ豊かな人間性とマナーや接遇を含めた深い教養を持ち、医療・保健・福祉や 

地域と社会に貢献できる人材を育成する。 

② 関連職種との良好なチームワークを構築するためのコミュニケーション能力を身に付け、 

チームでの役割と責任を果たせる人材を育成する。 

③ 理学療法に必要な基礎医学・臨床医学の知識と基本的技術を身に付け、高い思考力により 

幅広い分野で問題を解決することができる人材を育成する。 

 

 

Ⅱ．学校自己評価 評価対象項目別評価結果及び改善方法 

≪評価基準≫ 4－良く取り組んでいる  

 評価の基準を右の表に示します。            3－まあまあ取り組んでいる 

対象は信州リハビリテーション専門学校         2－あまり取り組めていない 

教職員 11名（昨年 11名）です。            1－まったく取り組めていない 

   

1 教育理念・目標・育成人材像等 

 評価対象項目 評価結果（平均） 

1 理念・目標・育成人材像は定められているか 
3.91 

3.91 

 3.82 

 3.76 
2 特色ある教育活動に取り組んでいるか 

3.91 

3.91 

3 社会のニーズ等を踏まえた学校に将来構想を抱いているか 
3.64 

3.45 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・良好な結果である。 

・1.2ではホームページやパンフレット、保護者懇談会等、多くの説明場面で伝えられている。 

・学校説明会でも伝えられており、アンケートでは魅力を感じるという感想も多い。 

・学校の将来構想が明確化されていないため、分からない部分もある。 

 

≪改善方法≫ 

・学校の将来構想を明文化したり、教職員の意見聴取などすると良い。 

 

 

 

 

上段：今年 

下段：昨年 



 

 

2 学校運営 

 評価対象項目 評価結果と平均 

4 運営方針は定められているか 
3.73 

3.91 

3.67 

3.80 

5 事業計画は定められているか 
3.91 

4.00 

6 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化され、有効に機能し

ているか 

3.82 

3.82 

7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 
3.45 

3.64 

8 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 
3.45 

3.64 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・稟議書や支払申請書などの決裁書類の流れが早く、業務が円滑になっている。 

・効率的でわかりやすい情報システムの運用ができると良い。 

 

≪改善方法≫ 

・新しいシステムを上手に取り込みながら、全員が活用できるよう講習会などができると良い。 

 

 

3 教育活動 

 評価対象項目 評価結果と平均 

9 
教育目標、育成人材像は、求められる資格及び業界の人材ニーズに向け

て正しく方向付けられているか 

4.00 

3.91 

3.77 

3.88 

10 
教育機関としての修業年限に応じた教育達成レベルや学習時間の確保

は明確にされているか 

3.82 

4.00 

11 カリキュラムは体系的に編成されているか 
3.91 

3.91 

12 教育課程に関連する業界・関係施設等の外部の意見を反映しているか 
3.64 

― 

13 授業評価の実施・評価体制はあるか 
3.91 

3.91 

14 
教育目標の達成に向けて授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保しているか 

3.45 

3.60 

15 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 
3.91 

3.91 

16 資格取得の指導体制はあるか 
4.00 

4.00 

17 
教職員の専門的知識・技能等を修得・向上のための組織的な取り組みは

行われているか 

3.18 

― 

上段：今年 

下段：昨年 

上段：今年 

下段：昨年 



 

 

 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・全学年が新カリキュラムとなり、教員が努力している姿が見える。 

・授業評価は実施されているが、質問事項や聴取方法などの検討が必要と感じる。 

・成績、進級、卒業等の判定は基準を持って行っている。 

 

≪改善方法≫ 

・授業評価アンケートの結果を、わかりやすく見える化してフィードバックできると良いのではな

いか。 

・卒業生の情報を得ながら、専門分野の講師として学生指導・教育に関わってもらえると良い。 

 

 

4 教育成果 

 評価対象項目 評価結果と平均 

18 就職率の向上が図られているか 
3.73 

3.45 

3.52 

3.36 
19 資格取得率の向上が図られているか 

3.91 

― 

20 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 
2.91 

3.00 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・18では、学生の自己 PRや課外活動のエピソードに関して弱く感じる。 

・20では、在校生であっても、その把握が困難である。 

 

≪改善方法≫ 

・同窓会が再編されたので、卒業生の活動把握などに努めつながりを強化する。 

 

 

5 学生支援 

 評価対象項目 評価結果と平均 

21 就職・進学指導に関する体制が整備され、有効に機能しているか 
3.82 

4.00 

3.58 

3.69 

22 退学率の低減が図られているか 
3.82 

3.64 

23 学生相談に関する体制が整備され、有効に機能しているか 
4.00 

4.00 

24 学生の経済的側面への支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 
3.73 

4.00 

25 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 
3.82 

3.91 

上段：今年 

下段：昨年 

上段：今年 

下段：昨年 



 

 

26 課外活動に対する支援体制が整備され、有効に機能しているか 
2.91 

3.18 

27 学生の生活環境への支援は行われているか 
3.27 

3.55 

28 保護者と適切に連携しているか 
4.00 

4.00 

29 卒業生への支援体制はあるか 
2.82 

3.00 

 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・22.23では、学生相談や個別面談を実施していることなどから、良い効果が得られている。 

・23.24では、体制としても整っているが、経済的に困窮している家庭が増えているように感じる。 

・昼食やお菓子など、食べ物に関する支援ができると良い。 

・29では、同窓会の事務局として活動支援をしているが、評価値は低い。 

 

≪改善方法≫ 

・就職支援として入学後の早い時期からのガイダンス参加などで、就職への意識付けを行う。 

・同窓会から卒業生の情報や活躍を把握し、学生に周知することで士気の向上につなげる。 

・学生の相談窓口が、相談内容により明確になっていると良い。 

 

 

6 教育環境 

 評価対象項目 評価結果と平均 

30 施設・設備は、教育上の必要性に対応できるよう整備されているか 
3.36 

3.82 

3.67 

3.85 
31 施設実習等について十分な教育体制を整備しているか 

4.00 

4.00 

32 防災に対する体制は整備されているか 
3.64 

3.73 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・設備、備品の劣化や故障が増え、時代の変化に応じた更新も必要となってきている。 

・実習棟における wifi環境を整えることで、授業の幅をより広げることができる。 

・32では、備蓄が予算化され始めた（水、カロリーメイト）。 

 

≪改善方法≫ 

・設備、備品について優先順位をつけて、計画的に予算計上していく。 

・wifi環境の整備については、現在進行中である。 

・31では、継続して実習施設との連携と体制強化に努める。 

 

 

 

上段：今年 

下段：昨年 



 

 

7 学生募集と受入れ 

 評価対象項目 評価結果と平均 

33 学生募集活動は、適正に行われているか 
3.91 

4.00 

3.89 

3.98 

34 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 
3.91 

4.00 

35 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 
3.91 

4.00 

36 学納金は妥当なものとなっているか 
3.82 

3.91 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・良好な結果である。 

・33、34では、高校訪問や学校説明会を含め伝えることができている。 

・学生募集活動は、広報担当が計画的に訪問活動を進めてくれている。 

・学校説明会参加者数が得られている事は良い。 

 

≪改善方法≫ 

・広報担当は必要である。また、広報での新たな手段や取り組み、内容の検討を行う。 

 

 

8 財務 

 評価対象項目 評価結果と平均 

37 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 
3.82 

3.82 

3.89 

3.91 

38 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 
3.82 

3.91 

39 財務について会計監査が適正に行われているか 
4.00 

4.00 

40 財務情報公開の体制整備はできているか 
3.91 

4.00 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・良好な結果である。 

・物価が高騰しており、予算、収支計画が難しいと感じる。 

・休退学者が比較的少なかったことは、財務事情に反映されているのではないか。 

 

≪改善方法≫ 

・安定した収支計画のためにも、新入生の確保と在校生の定着に努める。 

 

 

 

上段：今年 

下段：昨年 

上段：今年 

下段：昨年 



 

 

9 法令等の遵守 

 評価対象項目 評価結果と平均 

41 法令、設置基準等を遵守し適正な運営がなされているか 
3.91 

4.00 

3.98 

4.00 

42 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 
4.00 

4.00 

43 自己評価を実施し問題点の改善に努めているか 
4.00 

4.00 

44 自己評価結果を公開しているか 
4.00 

4.00 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・良好な結果である。 

 

≪改善方法≫ 

・継続して取り組む。 

 

10 社会貢献 

 評価対象項目 評価結果と平均 

45 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 
3.55 

3.73 3.55 

3.82 
46 学生ボランティア活動を奨励し、支援しているか 

3.55 

3.91 

≪自己評価結果及び分析≫ 

・どちらもコロナ禍で、活動の機会が減っている結果ではないか。 

・授業（ボランティア論）での取り組みで、近隣地域での社会貢献ができている。 

・中学高校・地域からの出張講座依頼が増え、学外への関わりと広報ができた。 

 

≪改善方法≫ 

・コロナ禍が続く間は、可能な範囲で活動を進める。 

・体育館の安全な使用方法の検討を、塩尻市含め行っていく。 

・可能であれば、地域の方たちとのつながりが持てる活動（檜翔祭以外）を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：今年 

下段：昨年 

上段：今年 

下段：昨年 


